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えりも町におけるセイヨウオオマルハナバチの記録

石川慎 也1)石 川淳 基2)

はじめに

セイヨウオオマルハナバチ ムb舶認 オ㎝ θ託rゴ3(以

下セイヨウ)は 、 トマ トなどのビニールハウス栽培

作物の受粉用にヨーロッパから1991年 より輸入さ

れたマルハナバチである。しかし、1996年 にはハウ

スから逃げ出したセイヨウの自然巣が日高管内で確

認 され、以来、急激に北海道内での分布を拡大し、

2007年4月 より特定外来生物法に基づく防除事業が

行われている(東京大学保全生態学研究室,2008b)。

セイヨウは、在来のマルハナバチに比べて繁殖力、

食料や巣をめぐる競争に強く、在来種を衰退 させる

恐れが危惧されている。これは、受粉パー トナーを

失 うことになる植物にとっても深刻な問題 となる。

また、セイヨウは、花の根元に穴を開けて蜜を盗む

とい う盗蜜を行 うため、植物の受粉が成立しないと

いった影響も懸念されている(東 京大学保全生態学

研究室,2008a)。 これまで、えりも町では本種の報

告がなされたことがなかったが、2007年 に初めて著

者の自宅の庭で見つかり、続いて2008、2009年 と確

認 され、分布の拡大も心配される。

た。

2009年 は、捕獲数が飛躍的に増加 した。捕獲数及

び訪花植物について表1に 示した。2009年5,月15

日から10月16日 にかけて女王バチ(新 女王バチを

含む)14個 体を含む473個 体を捕獲 した。捕獲場所

は、これまでのえりも岬小学校周辺だけではなく、

そこか ら300～500mほ ど襟裳岬よりの襟裳 伸社境内

および旧 「えりも岬生活館」跡地周辺や、南西に約

5km離 れた東洋地区でも捕獲 した(図1,図2)。
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2007年8,月6日 にえ りも岬小学校す ぐ近 くにある

自宅の庭 に植 栽 していたボ リジ βb圏即o茄 冨 η∂1ゴ3

の花へ訪花 している働 きバチ3個 体の うち2個 体 を

初 めて捕獲 した。10.月 には、自宅近 くの空地にてム

ラサキツメクサZrゴん万㎜ μ 寵㎝3θに訪花 している

女王バチ1個 体 も捕獲 し、2007年 は、えりも岬小学

校や 自宅周辺で働 きバチ6個 体、女王バチ1個 体 の

合計7個 体 を捕獲 した。翌2008年 は、同 じくえ りも

岬小学校や 自宅周辺で6月 か ら9月 の間に、働 きバ

チ22個 体、女王バチ1個 体の合計23個 体 を捕獲 し
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表1.2009年 セイヨウオオマルハナバチの捕獲数 、捕獲場所、訪花植物

捕獲総数 女王バチ数 捕獲場所 訪花植物
5月25日 3 3 A セイヨウタンホ.ホ.

5月26日 2 2 A セイヨウタンホ.ホ.

7月22日 3 A シロツメクサ

7月28日 1 A シロツメクサ

7月31日 3 A シロツメクサ

8月5日 6 1 A シロツメクサ

8月6日 2 A シロツメクサ

8月7日 6 A シロツメクサ

8月17日 13 2 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月18日 13 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月19日 56 1 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月21日 2 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月22日 36 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月22日 24 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月23日 24 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月24日 13 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月24日 4 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月25日 10 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月26日 14 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月26日 1 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月27日 10 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月27日 2 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月29日 5 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月30日 3 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

8月31日 1 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月2日 26 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月3日 1 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月8日 9 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月9日 9 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月10日 2 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月11日 14 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月11日 7 東洋地区 アゾサイ
9月13日 4 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月17日 26 1 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月18日 5 1 A シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月19日 45 3 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

9月26日 7 B シロツメクサ,ムラサキツメクサ

10月2日 7 A ムラサキツメクサ

10月2日 10 B ムラサキツメクサ

10月3日 8 B ムラサキツメクサ

10月5日 6 B ムラサキツメクサ

10月6日 1 A ムラサキツメクサ

10月7日 9 B ムラサキツメクサ

10月10日 1 A ムラサキツメクサ

10月11日 1 A ムラサキツメクサ

10月16日 18 B ムラサキツメクサ

合計 473 14

捕獲場所A:え りも岬小学校 ・自宅周辺、B:襟裳神社 ・旧えりも岬生活館 跡地周辺
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え りも岬 地 区 で は、5月 は セイ ヨウタ ンポ ポ

乃圏畑 α珈o茄 ℃∫η∂1θ、7月 か ら10 ,月はシ ロツメク

サ ルゴあ万㎜ 捜ρ㎝3や ムラサキツメクサに訪花 して

いた。東洋地 区では、民家の庭に植 栽 してあるアジ

サイ 伽 か即gθ3%o貿 顧 翼1∂ に訪花 していた。

また、庶野地区にある庶野 さくら公園や新浜地区

にあるふれ あいの森 公園(旧 しゃ くなげ公園)で も

本種 を数個体 目撃 した(図1)。 庶野 さくら公園内で

は、エゾヤマザクラ 乃aαノ33ごヲ増㎝ オガ を中心 とす る

サ クラが約700本 植栽 されているほか、セイ ヨウを

目撃 した5月6日 には 、キ タ コブ シ 舶8η〇五∂

μヨθ000ゴ33Z%圏 宏 加rθ∂万3、 エ ゾエ ン ゴサ ク

磁r:π白万3a舶 忽幽、ニ リンソウ肋 θ加o刀θヱr1∂ooゴ02、

カタク リ盈寛 加〇四f㎜ 力ρoηゴα珈Decne.が 咲いてい

たが、訪花植物は確認できなかった。また、ふれ あ

い の 森 公 園 内 で は 、 ヤ マ ツ ツ ジ 勲oob∂㎞虚㎝

舶 α砂角ガ 昭劉 舶α砂幽ガ を中心 とした約千本のツ

ツジが6月 に咲き、そのツツジに訪花 していた。 こ

れ らの 目撃記録 はそれ ぞれの個体数はわずかではあ

るが、え りも岬地 区や小清水町Cll原,2004)な ど

他の町村 での本種 の分布域の拡大や個体数の急激 な

増加 を考 えると、数年のちには急激な個体数の増加

が起 こる可能 性があるので、 これ らの地域周辺での

本種 の生息状況 に注意 を払 う必要が ある。

おわりに

えりも町内では、本種の農業利用は行われていな

いため、今回確認 された個体は他地域からの侵入個

体由来と考えられる。また、これまで営巣は確認で

きていないが2009年 度には、複数の新女王バチも確

認 されていることから、えりも町内で本種が繁殖を

行っていると考えられる。今後、これ以上の分布の

拡大や個体数増加 を防 ぐためにも、本種の駆除対策

が重要 となってくると思われる。また、今回の調査

では、在来のマルハナバチとして、エゾオオマルハ

ナバチβ櫨加3加 ρooガ加3βρρoroθη8ゴ3Cockerell、
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ア カマル ハ ナバ チ βb励α5力卿orα η舶塑ρα惚 囎

SakagamietIshikawa、 ハ イ イ ロマ ル ハ ナバ チ

伽 加3{血 αオθm遅㎜α30b乙1オθroη卿α3Shulzを 確認 し

た。セイ ヨウに よる在来マルハナバチへの影響 を把

握す るため、今後 は在来マルハナバチの種類や生息

状況 もあわせ て記録 し、その変化の状況 を蓄積 して

い く必要性 を感 じた。

なお本種 の捕獲 に関 しては、「特定外来生物 による

生態系等 に係 る被害防止に関す る法律」に基づ く「セ

イ ヨウオオマルハナバチの防除従事者証」の交付を

受 け実施 した。
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